
十

二

月

例

会

御

案

内

。

御

案

内

時

代

を

十

二
月
十

三

日

（
木

）

十

一
時

半

入

館

可

、

正
午

～

午

後

二
時

半

講

題

永

年

の

日

本

史

研

究

か

ら

、

日

本

国

民

に

訴

え

る

！

講

師

井

沢

元

彦

先

生

（
作

家

、

歴

史

研

究

家

、

作

品

多

数

、

◎

井

沢

元

彦

先

生

は

、

に
、

第

二

六

回

江

戸

川

乱

歩

賞

を

受

賞

。

に

つ
い

て
深

く

研

究

さ

れ

、

日
本

史

』

を

、

実

に

二

十

五

年

以

上

に
わ

た

り

、

こ

の

『
逆

説

の

日
本

史

』

に

つ
い

て
は

、

史

は

、

日
本

独

特

の

「
ケ
ガ

レ

」

「
和

」

「
怨

霊

」

コ
言呈
吾

、

重

要

要

素

が

、

え

は

、

内

容

を

よ

く

承

る

必

要

が

あ

る

と

考

え

、

下

さ

る

こ
と

に
な

り

ま

し

た

。

数

少

な

い
機

会

、

〔
平

成

三
十

年

・
通

算

第

三

八

一
回

〕

刷

新

す

る

会
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連

続

執

筆

の

『
逆

説

の

日
本

史

』

は

特

に

有

名

）

早

稲

田

大

学

在

学

中

に
江

戸

川

乱

歩

賞

候

補

と

な

り

、

卒

業

後

、

T

B

S
報

道

記

者

時

代

作

家

と

し

て
独

立

後

の
作

品

数

は

多

い
が

、

特

に

「
日
本

国

の
歴

史

」

既

存

の
歴

史

学

に
反

対

し

て

二
五

〇

〇

年

に
及

ぶ

日
本

の
歴

史

を

見

直

す

『
逆

説

の

雑

誌

に
連

載

し

て

こ
ら

れ

て

い
る

。

学

者

か

ら

反

論

も

あ

る

が

、

井

沢

先

生

が

言

わ

れ

る

、

教

科

書

日
本

そ

し

て

「
朱

子

学

」

「
天

皇

制

」

と

い

っ
た

学

問

的

で
は

な

い

と

し

て
排

除

さ

れ

て

い

る

た

め

誤

り

が

あ

る

、

と
説

く

井

沢

元

彦

先

生

の
お

考

お

願

い

に
出

た

と

こ

ろ

、

御

執

筆

で

お

忙

し

い
中

を

お

出

掛

け

奮

っ
て

の
御

参

加

、

お

待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。
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）
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五
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円
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（
メ

ー

ル
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可

・

通

話

の

み

）

▽

十

二
月

十

一
日

（
火

）

ま

で

に
出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。


